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災害が発生したら
迷わず避難しましょう

レベル４で危険な場所から全員避難！
災害発生の危険度指標

防災行政無線メール配信サービス
「涌谷町すぐメール」に登録しましょう

　新型コロナウイルス感染症に対する不安が尽きない状況ですが、自らの命を自
ら守るために、危険な場所にいる人は、避難することが原則です。
　適切な避難行動をとれるように、次の 5 つのポイントを覚えておきましょう。

　令和元年 10 月に発生した「令和元年東日本台風 ( 台風 19 号 )」をはじめ、
数十年に一度といわれる豪雨が毎年のように日本列島を襲います。最近では
梅雨前線によって発達した線状降水帯により、九州全土や岐阜県・長野県、
広島県・島根県に甚大なる被害をもたらし、多くの命が奪われてしまいました。
　これまでの常識が通用しない現代の気象状況において、自らの生命を守る
ために、改めて気象庁や自治体が発令する防災情報について理解を深めてい
ただくとともに、必ず訪れる想定外の災害に対して万全に備えましょう。

　豪雨や暴風のとき、屋内にいて防災行政無線の避難情報などを聞き取るこ
とができなかったことはありませんか？
　「涌谷町すぐメール」では、防災行政無線の内容を携帯電話などにメールで
即配信しています。災害への備えとして登録をお願いします。

【涌谷町すぐメールの登録方法】
　「涌谷町すぐメール」は、電子メール (E メール ) を受信できるパソコンや
タブレット、携帯電話 ( スマートフォン・ガラケー ) から登録できます。
　右記の QR コードから登録用ページにアクセスし、掲載されている手順で
登録してください。
①空メールを送信 ②登録ページの URL が記載されたメールを受信
③登録用ページにアクセスし登録情報を入力して登録完了

　安全な場所にいるのであれば、無理に避難場所
に行く必要はありません。
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避難とは
「難」を「避」けることです

　マスク・消毒液・体温計が不足しています。食
料や水、常用薬などと一緒に、すぐに持ち出せる
ように用意しておきましょう。

マスク・消毒液・体温計は
自ら用意しておきましょう

　防災無線やテレビなどで早めに情報収集し、車
中泊をする場合は、浸水しないか、崖が近くにな
いかなど周囲の状況を確認してください。

豪雨時は
車での移動も極めて危険です

　密集を避けるため、安全な場所にある親せき宅
や知人宅も避難所として検討しましょう。

指定避難所以外の避難場所も
検討しておきましょう

　避難で屋外に出ることに危険を感じたら、自宅
の 2 階に上がるなど、垂直避難をしましょう。

無理に避難所に移動せず
垂直避難も検討しましょう

参考：■⇒防災携行品 ◎感染症対策の携行品
■飲料水　■食料　■薬 ( お薬手帳も )　■着替え
■寝具 ( 毛布・防寒具など )　■携帯電話　■上履き
■家族構成に応じて必要なもの ( オムツなど )
◎マスク ( タオル )　◎消毒薬 ( 除菌シート )
◎体温計　◎ビニール袋　◎ティッシュペーパーなど

（スマホ） （ガラケー）

パソコンから登録する場合
は、「涌谷町すぐメール」で
検索してください。

【問い合わせ先】総務課防災交通班　☎43-2116

最新の防災マップは緑色

　集中豪雨や台風などによって、水害や土砂災害などが発生するおそれが
ある場合、迫る危険度に応じて気象庁や自治体が 5 段階の「警戒レベ
ル」を用いて住民の皆さんに情報を発信します。
　「警戒レベル」に応じて住民の皆さんが取るべ
き行動について確認をお願いします。

警戒レベル４

警戒レベル3

警戒レベル2

警戒レベル1
気象庁が発表 市町村が発令

心構えを
高める

避難行動の
確認

避難に時間が
かかる人は避難

安全な場所に
避難

警戒レベル５
市町村が発令

【特別警報相当】すでに災害が発生している状況
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涌谷町として5人目の地域おこし協力隊
亀山啓太さんが地域おこし協力隊に着任
　7月1日（水）に、涌谷町地域おこし協力隊として亀山
啓太さんが着任されました。
　元々涌谷町出身の亀山さんですが、映像クリエイ
ターとして地域に根差した事業展開すべく、仙台市か
ら涌谷町にUターンしました。
　今後は、自身の映像制作事業を展開しながら、地域
おこし協力隊として、日本遺産などの観光や産業にか
かわる映像プロモーションに携わってまいります。

飛び出しは絶対にしません！
こじかクラブ交通安全教室を開講
　新型コロナウイルス感染症の影響で遅れていた涌谷
町内の園児が交通ルールを学ぶ「こじかクラブ交通安
全教室」が6月から開始されました。
　例年2回目のプログラムとして涌谷自動車学校の教
習コースで実施していますが、今回はソーシャルディ
スタンスを保つため、年長クラスの園児のみとなりま
したが、道路での危険なことやシートベルト着用の大
切さ、横断歩道の渡り方を学び、小学校生活に向けて
一歩成長しました。

新型コロナウイルスから子どもたちを守る
学校支援ボランティアが消毒活動
　涌谷第一小学校と月将館小学校で、学校支援ボラン
ティアの皆さんが、子どもたちが下校した後、教室の
机や椅子、トイレ、手洗い場、下駄箱など日常的に子
どもたちが触れる場所を毎日消毒活動をしています。
　この学校支援ボランティアは、家庭・地域・学校が
協働して子どもを育てる環境づくりを推進し、地域の
教育力の向上や活性化、地域全体で子どもを育てる体
制の整備を図るなどさまざまな活動をしている「元気
わくやふれあい町づくり実行委員会」の事業の一環で
す。
　学校支援ボランティアは、その他に、社会科見学の
見守りや学習の丸付けの支援、昔遊びの体験など、学
校からの依頼に応じて活躍しています。
　この事業は「地域ができる支援」と「学校が依頼す
る支援」をマッチングさせるとともに、地域と学校の
つながりと共に取り組む協働を育みます。
　新型コロナウイルスから子どもたちを守るための消
毒活動は、毎日のことですので、より多くの協力を必
要としています。「できる支援を できるときに できる
ことから」一緒にボランティア活動を始めてみません
か？
　ご協力いただける場合は、生涯学習課生涯学習班（☎
43-3001）に連絡をお願いします。
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全滅からの復活
黄金山神社にほたるが再び舞いました
　昨年の台風19号によって黄金山神社境内を流れる
沢が氾濫し、黄金自治会の皆さんによって整備された
沢やその周辺のほたるの養殖池が壊滅しました。
　涌谷町として氾濫し土砂が堆積した周辺の災害復旧
をした後、黄金自治会の皆さんが、日本で初めて金を
産出したこの地で再びほたるが舞うようにと放虫した
他、生き残っていたと思われるほたるが、7月上旬に
かけて、黄金の光を放ちながら舞い始めました。

激甚化する水害・土砂災害に備えるため
水陸両用車で水中訓練を実施しました
　7月1日（水）と3日（金）に、美里町と大崎市松山にか
かる鳴瀬川中流堰で、大崎消防本部が所有する水陸両
用車「K

か む ろ あ ー く す

AMUROARKS」を使った訓練が、車両が配備
されている鳴子署の隊員の指導の下、遠田消防署と志
田分署の隊員たち向けに行われました。車両はアメリ
カ製で、陸上ではキャタピラー、水中ではスクリュー
で、厳しい悪路にも対応。愛知県以東は大崎消防本部
にのみ配備されていることから、近年東北でも激甚化
する災害現場での活躍が期待されます。

疫病退散とサクラサクを祈願して
涌谷神社が受験生にマスクを寄付
　7月17日（金）に、涌谷神社で、涌谷中学校と涌谷高
校の3年生にそれぞれマスクが千枚ずつ寄付されまし
た。この寄付は、涌谷神社に匿名の氏子から500枚が
寄付されたことがきっかけとなり、涌谷神社で1500
枚を買い足し実現されたものです。
　寄付にあたり、涌谷神社に各学校の代表生徒が集ま
り、新型コロナウイルス感染症の一日も早い終息と合
格祈願に向けたご祈祷が行われました。

遠藤釈雄町長コラム
線状降水帯
　近年、日本全国で豪雨災害が多発し深刻化している。
　昨年の10月、涌谷町は台風19号により甚大な豪雨
災害を受けた。台風情報は精度が高く、早めの避難勧
告発令で人命を損なうことだけは防げた。しかし、線
状降水帯での豪雨は予測が難しいと聞く。多くの犠牲
者を出した今年7月の豪雨災害は線状降水帯によるも
のであった。命を守るには逃げるしかない。たとえ空
振りに終わっても、町民の皆様には早めの避難を呼び
掛けたい。

《遠藤釈雄町長の公務（6月16日～7月15日）》

●6月17日（水）18日（木）　議会定例会6月会議
　　　　　　　　　　　 　（議場）
●6月26日（金）　宮城県町村会町村長会議（仙台市）

●6月29日（月）　重要水防合同巡視（町内）

●6月29日（月）　減災対策協議会（大郷町）

●7月10日（金）　令和2年度大崎地域市町政策調整
　　　　　　　　会議（大崎市）
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で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
受
給
権

を
有
す
る
遺
族

②
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受

け
て
い
た
人
が
亡
く
な
る
な
ど
し

て
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い

て
公
務
扶
助
料
な
ど
を
受
け
る
人

が
い
な
く
な
っ
た
遺
族

▼
請
求
期
間　
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
2
1
1
3

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

　
全
国
一
斉
に
「
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」
の
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
訓
練
で
す
の

で
、
実
際
の
災
害
と
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
的
な
訓
練
の
た
め
、
国
・
県

の
判
断
で
予
告
な
し
に
中
止
ま
た

は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　
８
月
５
日（
水
）

　
　
　
　
11
時
頃

▼
放
送
予
定
内
容

♪
上
り
チ
ャ
イ
ム
♪

「
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す（
×
３
回
）

ぼ
う
さ
い
わ
く
や
広
報
で
す
」

♪
下
り
チ
ャ
イ
ム
♪

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
2
1
1
6

整
骨
院
・
接
骨
院
を

正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
整
骨
院
・
接
骨
院
で
の
診
療
で
、

保
険
証
が
使
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
施
術
を
受
け
る
と
き
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
証
が
使
え
る
場
合

　
打
撲
、
ね
ん
ざ
な
ど

▼
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合

　
単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
、

症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期

の
施
術
な
ど

　
詳
細
は
、
健
康
課
国
保
介
護
班

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
が
適
正

に
請
求
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す

る
た
め
、
大
阪
の
委
託
業
者
「
メ

デ
ィ
ブ
レ
ー
ン（
株
）」
よ
り
受
診

状
況
等
に
つ
い
て
の
照
会
文
書
が

届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
医
療
費

適
正
化
の
た
め
、
回
答
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
国
保
介
護
班

☎
43
ー
5
1
1
1（
内
線
５
１
６
）

わ
く
や
夏
ま
つ
り
を

中
止
し
ま
す

　
８
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

「
わ
く
や
夏
ま
つ
り
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
来
場
者
と
関
係

者
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
最
優
先
に

考
慮
し
た
結
果
、
花
火
を
含
め
た

「
わ
く
や
夏
ま
つ
り
」
の
一
切
を

中
止
と
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
町
観
光
物
産
協
会
事
務
局

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
）

☎
43
ー
2
1
1
9

農
林
業
系
汚
染
廃
棄
物
の

焼
却
処
理
を
実
施
し
て
い

ま
す

　
令
和
2
年
7
月
15
日（
水
）か
ら
、

大
崎
広
域
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

(

３
ヵ
所)

で
、
４
０
０
ベ
ク
レ
ル

を
超
え
８
千
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
農

林
業
系
汚
染
廃
棄
物
の
焼
却
処
理

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
試
験
焼
却
の
際
と
同
様
に
、
万

全
の
体
制
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま

広 報 わ く や 令和２年8月1日発行 ― 6 ―



で
遊
び
方
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
資
料
参
考
）

【
相
談
窓
口
】

　
困
っ
た
時
は
早
め
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

９
時
か
ら
16
時
ま
で
消
費
生
活
相

談
員
が
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
な
る
べ
く
電

話
で
の
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
2
1
1
3

性
暴
力
に
よ
る
被
害
を

受
け
た
人
の
相
談
窓
口

　
宮
城
県
で
は
、
性
暴
力
被
害
者

の
支
援
を
行
う
拠
点
と
し
て
「
性

暴
力
被
害
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
宮

城
」
を
設
置
し
、
相
談
や
医
療
機

関
な
ど
へ
の
付
添
い
、
受
診
費
用

な
ど
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間

　
平
日
10
時
～
20
時
・
土
曜
日
10

時
～
16
時（
日
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）

▼
相
談
先

け
や
き
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
0
1
2
0
ー
5
5
6
ー
4
6
0

子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
の
課
金
ト
ラ
ブ

ル
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
に
関
す
る
相
談
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
高
額
な
請
求
を

受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

【
相
談
事
例
】

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
20
万
円

も
の
高
額
な
請
求
が
あ
っ
た
。
子

ど
も
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
有

料
コ
イ
ン
を
購
入
し
て
い
た
。
以

前
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
登

録
に
7
0
0
円
が
必
要
と
頼
ま

れ
、
決
済
の
た
め
親
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号
を
入
力
。
そ
の
後
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
で
有
料

ア
イ
テ
ム
を
次
々
購
入
し
て
い
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
の
た
め
に

カ
ー
ド
番
号
を
登
録
す
る
と
、
そ

の
後
も
、
本
人
以
外
で
も
簡
単
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
利
用
で
き

ま
す
。ゲ
ー
ム
端
末
に
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
情
報
が
登
録
さ
れ
て
い

な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
機
能
制
限

で
き
る
「
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
が
あ
る
場
合
は
設
定
し

ま
し
ょ
う
。
他
に
、
ア
プ
リ
で
の

課
金
の
際
に
、「
プ
リ
ペ
イ
ド
式

の
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
」、「
必
ず

保
護
者
に
相
談
す
る
」
な
ど
親
子

い
る
こ
と
か
ら
、
相
談
者
の
待
ち

時
間
を
短
縮
さ
せ
る
た
め
、
令
和

２
年
８
月
３
日（
月
）か
ら
予
約
制

と
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
方
法　

法
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
電
話
、
窓
口
で
予
約

▼
問
い
合
わ
せ
先

仙
台
法
務
局
古
川
支
局

☎
22
ー
0
5
1
0

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
の
予
約
を
受
け

付
け
ま
す

　
相
続
や
財
産
、
家
族
関
係
の
悩

み
に
、
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
予
約
制（
先
着
順
）

で
す
。

▼
日
時　
８
月
20
日（
木
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時
・

　
　
　
　
13
時
～
15
時

▼
場
所　
高
齢
者
福
祉
複
合
施
設

ゆ
う
ら
い
ふ

▼
定
員　
８
人

▼
相
談
時
間　
１
人
30
分
ま
で

▼
申
込
期
限　
８
月
13
日（
木
）

▼
申
し
込
み
先　
涌
谷
町
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎
43
ー
6
6
6
1

す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課　
☎
25
ー
8
5
1
1

町
民
生
活
課　
☎
43
ー
2
1
1
3

令
和
２
年
度
以
降

敬
老
会
を
中
止
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
毎
年
敬
老
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
式
典

の
参
加
者
が
年
々
減
少
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
ら
れ
る

会
場
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
年
度

以
降
、
涌
谷
町
主
催
の
式
典
を
中

止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
出
席

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
さ
ま
に

は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
班

☎
43
ー
5
1
1
1（
内
線
５
５
２
）

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

の
手
続
き
案
内
が
予
約
制

に
な
り
ま
す

　
法
務
局
で
相
続
登
記
や
預
金
の

相
続
の
際
に
利
用
で
き
る
法
定
相

続
情
報
証
明
制
度
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
が
、
利
用
者
が
増
加
し
て

お知らせ イベント相談 募集

☆３歳以上のお子さんは、いつでもピアノ無料体験できます。
☆レッスンをおやすみしても振替レッスンいたします。

♪佐藤音楽教室　生徒募集

【教室所在地】
涌谷教室 (☎42-3077)
※涌谷第一小学校・福祉センター近く
古川教室 (☎22-1610)
※古川第四小学校近く・ブックオフ隣

ホームページはこちら！ http://satoongakukyousitu.blog.fc2.com/
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More PickUp

犬や猫と
楽しく暮らしましょう

▼問い合わせ先
　町民生活課町民生活班　☎43-2113

　犬や猫のペットの存在は私たちの心を癒して
くれます。
　一方で、ペットを飼うには社会のルールを守
り、他人に迷惑をかけないようにすることが大
切です。環境を整え周囲に迷惑をかけない適切
な飼い方を心掛け、人とペットが共に快適に暮
らせる町を目指しましょう。

【猫の飼い方】
　放し飼いによってふん尿
公害や敷地内に子猫がいる
など、多くの苦情が寄せら
れています。次のような飼
い方をしましょう。

▼室内で飼い、近隣にふん尿などの迷惑をかけない。

▼一匹につき一つ以上のトイレを用意し、トイレを汚
れたままにしない。

▼迷い猫にならないように、首輪に所有者・連絡先を
記した名札を付ける。

▼敷地内でも放し飼いにはしない。

▼毎年１回狂犬病予防注射をする。動物病院で接種し
た場合は、毎年、獣医から受領した狂犬病予防注射
済証を持参の上、町民生活課で「狂犬病予防注射済
票」の交付を受ける。この交付手数料は１頭につき
550円。

　注射済のステッカーは家や犬小屋など、見えると
ころに貼る。

▼散歩では、必ずひもを付ける。

▼ふんは袋に入れて持ち帰り、燃えるごみとして出す。

▼逃げた場合は自分で探し、保護する。

【犬の飼い方】
　最後まで責任をもって飼
い、飼育場所とその周辺を
不潔にし、害虫などの発生
をやふん尿で汚したり、異
常な鳴き声、臭いなどに関
する苦情が寄せられていま
す。次のような飼い方をし
ましょう。
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